
令和　　年　　月　　日

　　工事監理者　 印

　　工事施工者 社印

　　工事現場管理者 印

電話

　　　　　号

電話

　　　　　号

電話

         号

㎡

地上　　　　地下

／

1 5

2 6

3 木造・枠組壁工法 7

4

工 事 期 間 　　　　年　　　月　　　日　　～　　　　　　年　　　月　　　日

敷 地 の 地 名 地 番

設 計 者 資 格
住 所 氏 名

（　　）級建築士（　 　）登録　第

工 事 監 理 者
住 所 氏 名

（　　）級建築士（　 　）登録　第

工 事 施 工 者
住 所 氏 名

大阪府知事　様　

　耐震評価機関による評価書を受けた補強計画のとおり施工されたことを確認しましたので報告します。

　この報告書に記載の事項は事実に相違ありません。

工　事　監　理　報　告　書

交 付 決 定 　  　　年　　月　　日　　     第　　　　　　　　　　　　号

建 築 主
（ 築 造 主 ）

工 事 名 称

　 建設業の許可（大臣・知事）　第

報告様式

（該当するもの
を○で囲む）

工事種別

構　　造

階　　数

用　　　途

（工作物の種類）

延　べ　面　積

建築物

（工作物）

概要

耐震改修工事

各種資料チェックリスト

軒　　　　　高
(工作物の高さ)

ｍ

鉄骨造

詳細報告

共通

木造・軸組工法

鉄筋コンクリート造



 確認の表示

 敷地境界等

 すみ切り

 擁壁設置の

 許認可の有無

 道路との接続

 道路境界線等

 耐火、防火性能

 その他

 仕上材の種類

 仕上げの状況

 寸法、形状

 建具の種類

 電気設備

※部位（各工程）ごとに作成すること。ただし、記入できない場合は別途作成してください。

　

　

　

　

　

　

 内部欠陥検査

 溶接又は圧接部の

施工報告書

鉄
筋

 強度試験 ミルシート等

 圧接部強度試験

 施工

 ｺﾝｸﾘｰﾄの施工

 自然換気設備

 給排水設備

【各種材料試験及び検査結果一覧】

材料 試験項目 部位 ｻﾝﾌﾟﾙ数 試験又は検査実施者 結果

　

【様式１】

備　考

１　月日欄には、項目の確認を実施した月日を記入する。
２　確認方法欄には、「立会目視」(Ａ)、「立会採寸」(Ｂ)、「施工報告」(Ｃ)、
　「写真」(Ｄ)、「その他」(Ｅ)のいずれかの方法を記入する。
３　結果欄には、「適」、「不適」を記入する。

　 　

　

建
築
設
備

コ
ン
ク
リ
ー

ト

 骨材試験

 ｺﾝｸﾘｰﾄの配合

 ｺﾝｸﾘｰﾄの圧縮強度(1週)

配合報告書

塩分、粘土塊量、洗い
ｱﾙｶﾘｼﾘｶ反応

備考

　 　

現場水中養生 ｺﾝｸﾘｰﾄの圧縮強度(4週)

開
口
部

　

内
装

　 　

　

主
要
構

造
部
等

　

　 　

　 　

　

　

　

工事監理報告書（共通）

 外壁の距離

項　　　　目 月日 確認方法 結果 不具合箇所の処理状況 備　　考

　

　 　

　 　

　建物の高さ

　（斜線制限）

建
物
の
高
さ

敷
地
の
形
状
等

配
置
等

 敷地境界線と

　設計GL及び

　現地設計GL



月日欄には、項目の確認を実施した月日を記入する。

確認方法欄には、「立会目視」(Ａ)、「立会採寸」(Ｂ)、「施工報告」(Ｃ)、

「写真」(Ｄ)、「その他」(Ｅ)のいずれかの方法を記入する。

結果欄には、「適」、「不適」を記入する。

備　　考

1.

2.

3.

　

材質、配置（申請図書との照合）

床下の防湿(60㎜以上の土間コン打等)

防腐・防蟻措置（ＧＬ＋１ｍ以内）

剛な床組（２階床、３階床）

床板又は床下地板（材質、緊結方法等）

　

　

　

　

　

小屋組

　

小屋束(公庫仕様:断面90㎜×90㎜以上)

　

　
耐力壁

　

　柱・梁(胴差)

　

　

材質、配置、断面寸法

接合部・補強金物

防腐・防蟻措置

　

　

　

　
床　　組

　

　
柱と基礎（土
台）との緊結
(ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ金物)

　

　

緊結方法　

　

基礎と土台
との緊結

（ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ）

　

火打土台 　

月日
確認
方法

結果 不具合部分の処理方法 備　考

　

【様式２】

　

　

工事監理報告書（木造・軸組工法）

項　　目 確　　認　　事　　項

　

地盤 敷地地盤の状態（地盤調査の要否）

基礎形状
種類（布、ベタ、その他）

立ち上がり

土　　台

　

材質、断面寸法：柱寸法以上

45㎜×90㎜以上又は鋼製火打

径（φ12㎜以上座金付）、間隔

ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

座金付ボルト（Ｍ16Ｗ）

位置及び施工状況（埋め込み長さ等）

施工状況（埋め込み長さ：250㎜以上）

床高さ（１階）：ＧＬ＋45cm

床下換気口（300㎠、１ヵ所／５ｍ）

小屋火打梁、小屋筋かい及び桁行筋かい

軒（たるきと軒桁はくら金物で緊結）

たるき(棟木・母屋への緊結方法を考慮)

棟木・母屋（棟木は母屋の断面以上）

面材の張り方（種類、釘ピッチ・長さ）

筋かい（形状、緊結方法等）

ホールダウン金物の位置及び施工状況

材質、配置（申請図書との照合）



月日欄には、項目の確認を実施した月日を記入する。

確認方法欄には、「立会目視」(Ａ)、「立会採寸」(Ｂ)、「施工報告」(Ｃ)、

「写真」(Ｄ)、「その他」(Ｅ)のいずれかの方法を記入する。

結果欄には、「適」、「不適」を記入する。

間隔：２ｍ以下

階数3：φ12㎜以上、長さ35cm以上

3.

1.

2.

床材に使用する材料の厚さの制限

下枠、たて枠、上枠の寸法

床根太と土台、頭つなぎの釘打ち状況

ホールダウン金物の位置の施工状況

　

立ち上がり

隅角部、交差部：各々３本以上のたて枠

外壁の耐力壁線相互の交差部

耐力壁線相互の間隔、水平面積の制限

面材の張り方（種類、釘ピッチ・長さ）

　

備　　考

その他

　

　

　

小屋組

　

　

　

　

　

　

　

　

耐力壁

　

　

　

　

　

　

　
床　組

耐力壁直下の床根太：原則補強

開口部：同寸以上の床根太で補強

床根太支点間距離及び間隔の制限

床根太寸法の制限

階数3：開口部のたて枠から15cm以内

　

基礎と土台
との緊結

（ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ）

　

　

結果 不具合部分の処理方法 備　考

土　台 　寸法の制限、耐力壁下部に設置

地　盤 敷地地盤の状態（地盤調査の要否）

【様式３】

工事監理報告書（木造・枠組壁工法）

項　　目 確　　認　　事　　項 月日
確認
方法

　

基礎形状
種類（布、ベタ、その他） 　

　

　

防腐・防蟻措置（ＧＬ＋１ｍ以下の部分等）

たるき、天井根太の寸法の制限

たて枠の欠き込みと穴あけの状況

開口部の幅の制限

耐力壁相互の緊結方法

たて枠と直下の床枠組との緊結方法

たるき間隔及び屋根下地の厚さの制限

たるき及びトラスと上枠等との緊結方法

屋根又は外壁の開口部の制限



形状及び寸法

柱主筋の種別、径、本数、間隔

柱主筋の出隅

柱主筋の定着

柱主筋の絞り加工の処理

帯筋の径、本数、間隔

帯筋の加工

高層ＲＣの帯筋の溶接

形状及び寸法

梁主筋の種別、径、本数、間隔

梁主筋の出隅

梁主筋の定着

スリーブ、ハンチ、増し打ちの補強

あばら筋の径、本数、間隔

あばら筋の加工

幅止め筋、腹筋の本数、位置

交差部のあばら筋

高層ＲＣのあばら筋の溶接

形状及び寸法

スラブ主筋方向、位置

スラブ筋の径、間隔

床段差部の処理

スラブ筋の定着

開口部の補強

設備配管完了後の状態

形状及び寸法

縦筋及び横筋の径、間隔

壁筋の定着

開口部の補強

垂れ壁の配筋状態

技量資格者の確認

継手位置、形状の確認

継手強度確認（圧接部強度試験）

型枠、支柱及び金物の締め付け、

清掃の確認

型枠支柱の存置期間の確認

コンクリート打ち込み後の養生確認

鉄筋のかぶり厚さ

重ね継手の長さ、位置

増し打ちの補強

構造スリットの位置、形状

打ち継ぎ面の処理

階段主筋の受け筋

結束筋の位置

月日欄には、項目の確認を実施した月日を記入する。

確認方法欄には、「立会目視」(Ａ)、「立会採寸」(Ｂ)、「施工報告」(Ｃ)、

「写真」(Ｄ)、「その他」(Ｅ)のいずれかの方法を記入する。

結果欄には、「適」、「不適」を記入する。

　

　

（6）

【様式４】

　 　

　

　

　

　

その他

　

　

　

型枠及び既
存打設部分

　

　ガス圧接

　

　

（2）

（3）

　

　

　

　

　

壁

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

柱

　

　

　

工事監理報告書（鉄筋コンクリート造）

項　　目 確　　認　　事　　項 月日
確認
方法

結果 不具合部分の処理方法 備　考

（5）

（6）

（7）

（8）

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

（7）

（8）

（1）

（2）

（3）

（4）

備　　考

1.

2.

3.

（9）

（10）

（1）

梁

床

（6）

（7）

（1）

（2）

（2）

（3）

（4）

（5）

（1）

（2）

（3）

（3）

（4）

（5）

（1）

（5）

（7）

（1）

（2）

（3）

（4）



アンカーボルトの径、本数、位置

歪み、ナット締め付け

ベースプレートの据え付け

根巻鉄筋

コンクリート投入孔

認定柱脚

継手部の状況

・ボルトの径、本数、余長

・継手の位置、形状

・密着状態

パネルゾーンの状況

小梁、片持梁、階段部等

各部材の形状、寸法

　〃　　配置

　〃　　材質

溶接欠陥の有無

カバープレート、ブレース等の取付け

スカラップの有無

スリーブの位置

〃 大きさ

〃 補強

床の仕様

床ブレース：材質、寸法等の確認

デッキプレート床方向

焼き抜きせん溶接の状態

配筋状況、方向確認

大臣認定床

スタッドボルト：寸法、ピッチの確認

月日欄には、項目の確認を実施した月日を記入する。

確認方法欄には、「立会目視」(Ａ)、「立会採寸」(Ｂ)、「施工報告」(Ｃ)、

「写真」(Ｄ)、「その他」(Ｅ)のいずれかの方法を記入する。

結果欄には、「適」、「不適」を記入する。

　

【様式５】

備考

　

　

　

床　版

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

鉄　骨

　

　

接合部

　

　

　

　

　

　

　

結果 不具合部分の処理方法 備　考

柱脚部

　

　

備　　考

1.

2.

3.

工事監理報告書（鉄骨造）

項　　目 確　　認　　事　　項 月日
確認
方法

（2）

（1）

（3）

　

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（1）

（2）

（5）

（3）

（4）

（1）

（2）

（3）

（4）

結果試験・検査項目

鋼材強度試験

試験又は検査実施者部位 ｻﾝﾌﾟﾙ数

ボルト類等強度試験

溶接部強度試験

溶接部非破壊検査



【様式６】

天　気 資料 写真

最低気温 No. No.

様式１から様式５に記載できない事項について記載して下さい。

工事監理報告書（詳細報告）

 月／日 　 報　告　事　項 報　告　事　項　詳　細



【様式７】

項　　　　　 　            目 有 無 備　　　考

 地盤調査報告書

 地盤改良施工報告書及び地盤改良品質検査結果報告書

 杭耐力試験報告書及び杭施工報告書

 骨材試験報告書

 コンクリート配合報告書

 フレッシュコンクリートのスランプ、空気量、単位容積
 質量、温度及び塩化物量試験報告書

 コンクリート圧縮強度試験報告書

 コンクリートコア圧縮強度試験報告書

 硬化したコンクリート塩化物量試験報告書

 コンクリート工事施工結果報告書

 コンクリート打込結果表

 鉄筋強度試験報告書

 ＰＣ鋼棒、ＰＣ鋼線及びＰＣ鋼より線強度試験報告書

 鋼材強度試験報告書

 ボルト類強度試験報告書

 高力ボルト締め付け検査報告書

 溶接部非破壊試験報告書

 溶接部強度試験報告書

 圧接部強度試験報告書

 鉄骨工事施工状況報告書

 使用金物一覧表

 鋼材の品質証明書の写し

 鋼材の流通経路を示す書類

 工事写真

各種資料チェックリスト


